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再
発
見
・
牛
久
第
二
十
九
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗く

り
は
ら原

　
功

い
さ
お

　

故
・
池
田
龍
一
氏
の

 

子
孫
の
方
よ
り
寄
贈
　

︱
芋
銭
の
作
品
・
資
料
な
ど
25
点
︱　

　
牛
久
市
で
は
、
平
成
24
年
７
月
に
、

小
川
芋
銭
と
親
交
の
あ
っ
た
故
・
池
田

龍
一
氏
の
子
孫
の
方
よ
り
、
芋
銭
の
絵

画
及
び
資
料
な
ど
25
点
を
寄
贈
い
た
だ

い
た
。

　
受
贈
の
一
部
作
品
は
、
平
成
25
年
９

月
14
日
～
10
月
14
日
開
催
の
第
４
回
小

川
芋
銭
展
に
展
示
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
受
贈
作
品
の
主
な
も
の
を
挙

げ
簡
単
な
解
説
を
し
て
み
た
。

　【
遠え
ん
ざ
ん山

近き
ん

水す
い

】（
下
の
絵
）

　
昭
和
６
年（
１
９
３
１
年
）
の
作

で
、
芋
銭
の
古
稀
を
記
念
し
て
の
、
昭

和
12
年（
１
９
３
７
年
）
刊
行
画
集

『
芋う

せ

ん

し

か

い

は

ち

が

さ

つ

銭
子
開
八
画
冊
』
に
収
録
さ
れ
た

も
の
だ
。
作
品
を
収
め
て
あ
る
箱
裏
に
、

各時代の歴史よりこぼれ話

小
川
芋
銭
作
品
・

資
料
等
の
受
贈

呼
ば
れ
た
芋
銭
が
、
こ
の
よ
う
な
風
景

を
理
想
郷
と
し
た
よ
う
だ
。

　【
草
そ
う
じ
ゅ
う
あ
ん

汁
庵
旧
居
図
】

　
草
汁
庵
と
雲
魚
亭
の
間
の
道
か
ら
沼

側
を
見
た
風
景
が
描
か
れ
て
あ
る
。
作

品
の
中
心
部
に
は
、
河
童
松
（
※
）
と
お

茶
屋
松
（
※
）
が
描
か
れ
て
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
芋
銭
没
後
に
相
次
い
で
枯
れ
、

朽
ち
果
て
て
い
る
。

※ 

河
童
松
は
芋
銭
の
作
品
集
・
河
童

百
図
の
中
に
出
て
く
る
。
芋
銭
旧

宅
近
く
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）頃
枯
死
し
て
し
ま
っ

た
。

※ 

お
茶
屋
松
も
芋
銭
旧
宅
近
く
に
あ
っ

た
名
松
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代

に
牛
久
藩
主
山
口
候
が
代
々
、
こ
の

松
の
下も

と

で
茶
会
を
催
し
た
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
つ
い
た
。
昭
和
62
年
の
写

真
に
は
倒
れ
た
お
茶
屋
松
が
写
し
出

さ
れ
て
い
る
。

河
童
の
碑
建
立
の
尽
力
者

　
　
で
芋
銭
の
絵
の
鑑
定
者
と

　
　
　
　
し
て
も
著
名
な
池
田
龍
一

　
池
田
龍
一
は
明
治
23
年（
１
８
９
０

年
）
の
生
ま
れ
で
、
京
都
帝
国
大
学
医

学
部
大
学
院（
現
京
都
大
学
）
を
卒
業

芋
銭
の
自
筆
で『
乃の

里り

濱は
ま（

正
式
な
地
名

は『
乗
濱
』）』と
書
か
れ
て
あ
る
。
乗
濱

の
本
源
は
、
平
安
時
代（
延
暦
13
年
・

７
９
４
年
の
平
安
都
か
ら
）の
律り

つ

令
り
ょ
う

制

（
刑
法
と
行
政
・
訴
訟
両
法
に
基
づ
く

諸
制
度
）の
下も

と

で
、
そ
れ
ま
で
の
乗
濱
郷ご

う

と
い
う
末
端
行
政
区
画
の
廃
止
に
よ
り
、

数
カ
村
に
分
割
さ
れ
、
こ
の
時
点
に
お

い
て
郷
名
呼
称
の
乗
濱
が
消
滅
し
て
い

た（『
郷
に
入い

っ
て
は
郷
に
従
う
』と
い
う

処
世
の
法
が
あ
っ
た
）。
郷
名
呼
称
・
乗

濱
の
地
域
は
、
旧
桜
川
村
、
現
稲
敷
市

に
帰
属
し
て
い
る
古ふ

っ

と渡
、
三み

つ

ぎ次
、
飯い

い

出で

、

上か
み

馬ま
わ
た
り渡

、
下し

も

馬ま
わ
た
り渡

、
浮
島
あ
た
り
と
さ

れ
て
い
る
。
本
作
品
に
は
、
こ
こ
霞
ヶ

浦
の
浜
か
ら
遠
く
紫
峰
筑
波
を
望
む
風

景
が
、
水
墨
で
平
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

　【
春
雨
の
浦
山（
春
雨
の
嶌
）】

　
芋
銭
晩
年
の
昭
和
９
年（
１
９
３
４

年
）作
で
、
京
都
美
術
館（
現
在
の
京
都

市
美
術
館
）
大
礼
記
念
美
術
展
出
品
の

作
品
で
あ
る
。
作
品
を
描
い
た
地
方
は

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
牛
久

沼
よ
り
も
規
模
の
大
き
な
湖
に
題
材
を

求
め
た
よ
う
だ
。『
仙
』
と
か『
聖
』
と
か

し
た
大
正
９
年（
１
９
２
０
年
）に
三
郡

共
立
福
島
病
院
の
小
児
科
部
長
と
し
て

迎
え
ら
れ
た
。
以
来
、
小
児
科
の
池
田

先
生
と
し
て
親
し
ま
れ
た
が
、
も
う
一

方
で
は
異
色
の
文
人
医
者
と
も
称
さ
れ

て
い
た
。
昭
和
44
年（
１
９
６
９
年
）に

福
島
市
で
病
没
し
た
。
池
田
は
、
書
を

良
寛
の
作
品
に
学
び
、
画
は
芋
銭
に
傾

倒
し
、
短
歌
も
よ
く
し
た
。
芋
銭
の
人

と
芸
術
に
深
く
心
酔
し
、
芋
銭
顕
彰
に

も
努
め
、
ま
た
芋
銭
の
作
品
の
鑑
定
者

と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
年
）
建
立
の
河
童
の
碑
は
、

池
田
な
く
し
て
建
つ
こ
と
は
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

遠山近水（えんざんきんすい）

―  牛久市が所蔵している小川芋銭の絵画は

平成26年7月現在で39点 ―


